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1.  平成24年8月期第3四半期の連結業績（平成23年9月1日～平成24年5月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年8月期第3四半期 12,667 △28.1 705 △7.8 440 33.7 △143 ―

23年8月期第3四半期 17,629 △40.6 765 △68.8 329 △77.8 △499 ―

（注）包括利益 24年8月期第3四半期 △607百万円 （―％） 23年8月期第3四半期 △617百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年8月期第3四半期 △36.57 ―

23年8月期第3四半期 △127.48 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

24年8月期第3四半期 24,836 112 △0.8 △48.89

23年8月期 26,150 719 1.7 111.59

（参考） 自己資本   24年8月期第3四半期  △192百万円 23年8月期  438百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年8月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
24年8月期 ― 0.00 ―

24年8月期（予想） 0.00 0.00

3. 平成24年 8月期の連結業績予想（平成23年 9月 1日～平成24年 8月31日） 
 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 21,172 △7.7 1,523 55.7 824 ― 575 ― 146.31



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四
半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

※  注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無

② ①以外の会計方針の変更   ：  無

③ 会計上の見積りの変更   ：  無

④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年8月期3Q 3,930,004 株 23年8月期 3,930,004 株

② 期末自己株式数 24年8月期3Q ― 株 23年8月期 ― 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年8月期3Q 3,930,004 株 23年8月期3Q 3,919,054 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報

当第３四半期連結累計期間の我が国の経済状況は、依然として厳しい状況にあるものの、復興需要等を背景と

して、緩やかに回復しつつあります。なお、経済状況の今後の見通しについては、欧州政府債務危機を巡る不確

実性が再び高まっており、これらを背景とした金融資本市場の変動や海外景気の下振れ等によって、我が国の景

気が下押しされる懸念が存在している状況です。

このような経済状況の中で、当社がサービスを展開する市場の動向に着目しますと、モバイルの分野では、ス

マートフォン(iPhone,Android)端末に代表される多種多様な機能を持つ携帯電話端末の普及が加速を続けるなか

で、スマートフォン搭載OSの機能拡充やスマートフォン端末を取り巻くネットワーク環境の充実から様々なサー

ビスが展開され、引き続き市場成長が見込めます。

次に、スマートフォン端末対応が進むソーシャルゲーム分野においては、各SNS（ソーシャル・ネットワーキ

ング・サービス）プラットホームが拡大を続けソーシャルゲームの利用者が増加し、ソーシャルゲーム市場は全

世界的に益々拡大傾向にあります。

さらに、ゲーム分野は、3D技術やネットワーク技術を駆使した新型携帯機の登場により各社が新規ゲームタイ

トルを提供していくことで、国内外で市場の盛り上がりが期待されております。

このような状況の中、当第３四半期連結累計期間の売上高は12,667百万円（前年同期17,629百万円）となり、

営業利益は705百万円（前年同期765百万円の営業利益）となりました。経常利益は、440百万円（前年同期329百

万円の経常利益）となり、最終損益は、143百万円（前年同期499百万円）の四半期純損失となりました。

セグメント別の業績は次のとおりであります。

①ネット＆ゲーム事業

当セグメントにつきましては、以下のとおりです。

（株式会社インデックス）

同社のソーシャルゲーム事業は、平成23年12月20日にサービスを開始したソーシャルゲーム「GANTZ/XAOS」が

引き続きソーシャルゲームユーザーの高い支持を頂き、売上高及び営業利益ともに業績に貢献しました（平成24

年７月６日時点で、登録会員数が70万人を突破しております。）。今後は、当社「アトラス」ブランドの人気ゲ

ームタイトル「世界樹の迷宮」シリーズをソーシャルゲーム化した「世界樹の迷宮Ｓ～悠久の覇者～」をはじめ

複数の新規サービスの開始を第４四半期連結会計期間に予定しております。

なお、「コンプガチャ」機能のあるソーシャルゲームは、平成24年５月21日時点で、その機能を利用できない

ように対応しており、消費者庁及び業界団体の動きに即した対応を行っております。今後は規制の対象となった

「コンプガチャ」以外のサービスの提供による収益性の強化も図る方針です。

コンシューマゲーム事業は、当第３四半期連結累計期間において、平成24年５月17日に発売した「ペルソナ２

罰」及び平成24年６月14日に発売した「ペルソナ４ ザ・ゴールデン」が、ユーザーからの高い評価を頂き、販

売数を伸ばしており売上高及び営業利益に貢献しました。特に、PlayStation Vita用ゲームソフトウェアである

「ペルソナ４ ザ・ゴールデン」は発売以来、大変好調に推移し、日本においてPlayStation Vita史上最大のヒ

ットを記録いたしました（エンターブレイン様調べ）。加えて、他社へのライセンシング事業が売上及び営業利

益に貢献しております。なお、平成24年７月５日に発売した「世界樹の迷宮Ⅳ 伝承の巨神」は、第４四半期の

売上及び営業利益に寄与することになります。

スマートフォン向けアプリサービスでは、同社はコンシューマゲームタイトルをスマートフォン向けに安価に

速くポーティングする為の技術を活用したサービスの提供を引き続き行っております。また、当第３四半期にお

いては、KDDIが提供する「auスマートパス」に、同社の心理テストアプリ「男と女の心理テスト」を提供開始し

ました。当該アプリは「auスマートパス」内のコンテンツの中でもユーザーの高い評価を頂き、平成24年５月に

は「auスマートパス」月次推定ダウンロード数において36位（約600アプリ中）にランクインしました（なお、

平成24年６月においては、さらに順位をあげ23位にランクインしております。)。

システム開発を軸とするモバイル＆ソリューションビジネスでは、松井証券株式会社が提供するFXトレーディ

ングアプリケーション「FXtouch」（iPhone版,Andorid版）の開発を行いました。

携帯電話端末向けの公式サイトビジネスにおいては、NTTドコモが提供する「dmenu」、KDDIが提供する「au

one market」等、スマートフォンへのサービス対応を引き続き進めております。また、放送局と共同運営するモ

バイルサイトについても、「dmenu」対応を行い、売上及び営業利益に寄与しております。

１．当四半期決算に関する定性的情報
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（Index Multimedia SA）

同社では、原価・販管費の圧縮に努めることにより、売上減少分のカバーに努めましたが、営業利益を捻出す

るにはいたりませんでした。SNSの「Tchatche.com（チャッチ・ドットコム）」において、引き続きスマートフ

ォンを含め多様化する携帯端末に対応することにより、会員数やトラフィックが堅調に推移しています。

同社は、既存の施設を活用したホスティングサービスを開始し、また新たなマーケティングツールとして「プ

ラネットSNS」の販売を開始しております。

（Index Corp Thailand)

同社では、原価・販管費の圧縮に努めましたが、営業利益を捻出するにはいたりませんでした。なお、同社

は、世界最大のチップセット製造会社のひとつMediaTek社（MTK）の、タイ国内で唯一のMRE（Maui Runtime

Environment)ソリューションの戦略的供給プロバイダーですが、MREソリューションを搭載した端末のアジア市

場での発売が開始されており、トラフィックは上昇傾向にあります。今後は、タイ国内だけでなく、このプラッ

トフォームで中国、台湾、インドネシアでのコンテンツ配信を計画しております。さらに、同社は５月から「フ

ァイナルファンタジー」シリーズの初期作をタイ語版に現地対応化した上で、同社の運営・管理する配信チャネ

ルおよび課金プラットフォームを介し、タイ国内市場において独占的に配信開始致しております。

これらの結果、当第３四半期連結累計期間におけるネット＆ゲーム事業セグメントについては、売上高は

9,340百万円(前年同期13,924百万円)となり、営業利益は1,253百万円(前年同期2,137百万円)となりました。

②モバイルデバイス事業

当セグメントにつきましては、以下のとおりです。

（株式会社ネットインデックス）

同社のデバイス事業は、同社が開発製造を行ったPHS音声端末や本田技研工業株式会社の提供するカーナビシ

ステム向け3G対応USB接続データ端末も販売を伸ばしております。加えて、LTE対応モバイルルーターの販売も売

上高に貢献しております。なお、同社は、携帯電話店舗販売事業を平成24年2月1日付けで、株式会社コスモネッ

トに事業譲渡しております。

これらの結果、当第３四半期連結累計期間におけるモバイルデバイス事業セグメントについては、売上高は

3,080百万円(前年同期2,156百万円)となり、営業利益は44百万円(前年同期67百万円の営業損失)となりました。

③映像事業

当セグメントにつきましては、以下のとおりです。

（株式会社インデックス・アミューズメント）

同社では、予定した案件の延期による影響で売上高・営業利益ともに目標にいたりませんでした。なお、第４

四半期から立体音響アトラクションの新規サービスを開始しており、第１弾として「京極堂 逢魔の闇」を展開

しております。

これらの結果、当第３四半期連結累計期間における映像事業セグメントについては、売上高は329百万円(前年

同期2,012百万円)となり、営業利益は69百万円(前年同期59百万円)となりました。
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（２）連結財政状態に関する定性的情報

財政状態の分析

（資産）

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に対し、1,313百万円減少の24,836百万円

となりました。その主な要因は、受取手形及び売掛金、現金及び預金などの減少の影響によるものです。

（負債）

当第３四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末に対し、707百万円減少の24,723百万円とな

りました。その主な要因は、支払手形及び買掛金、短期借入金などの減少の影響によるものです。

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に対し、606百万円減少の112百万円となり

ました。その主な要因は、その他有価証券評価差額金の減少、利益剰余金の減少の影響によるものです。また、

自己資本比率は△0.8％となりました。

（３）連結業績予想に関する定性的情報

通期の業績予想に関しましては平成23年10月19日に公表しました業績予想から変更ありません。

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

該当事項はありません。

当社グループの事業活動を継続する前提に関する重要な不確実性はありません。

しかしながら、当第３四半期連結累計期間におきまして、金銭債権に対する引当を計上したことにより、143百

万円の四半期純損失を計上することとなりました。

このような状況のもと、当社グループの最重要課題は有利子負債の削減であると認識しております。

平成19年８月期の有利子負債（連結）は54,572百万円でありましたが、当社は財務体質強化を実施し、平成20年

８月期から平成21年８月期において、主に保有資産の売却による借入返済で有利子負債（連結）は25,709百万円ま

で、当第３四半期連結累計期間末においては20,835百万円まで圧縮できております。

さらに、前連結会計年度にて、当社は、株式会社インデックス、株式会社アトラスと合併し、当社343億円なら

びに株式会社アトラス50億円の繰越欠損金を利用して納税負担を軽減されるため、より一層の財務体質の改善が見

込まれております。

以上より、平成19年８月期から平成23年８月期まで連続して当期純損失を、また、当第３四半期連結累計期間に

おいても四半期純損失を計上し、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在しておりますが、徹

底した選択と集中に基づき経営資源の集中や有利子負債の削減状況を考慮し、継続企業の前提に関する重要な不確

実性はないものと判断しております。

２．サマリー情報（その他）に関する事項

３．継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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３．四半期連結財務諸表
（１）四半期連結貸借対照表

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年８月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,485 1,004
受取手形及び売掛金 4,421 3,401
有価証券 31 25
商品及び製品 261 542
仕掛品 1,633 2,363
原材料及び貯蔵品 87 74
短期貸付金 3,134 2,953
繰延税金資産 794 784
その他 980 1,292
貸倒引当金 △2,127 △2,582

流動資産合計 10,703 9,860

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 154 127
機械装置及び運搬具（純額） 0 1
土地 151 151
その他（純額） 406 279

有形固定資産合計 713 559

無形固定資産

のれん 1,401 1,278
ソフトウエア 874 1,373
ソフトウエア仮勘定 864 1,047
その他 76 57

無形固定資産合計 3,215 3,757

投資その他の資産

投資有価証券 10,693 7,929
長期貸付金 15,020 5,004
繰延税金資産 63 47
敷金及び保証金 377 286
その他 2,830 1,761
貸倒引当金 △17,469 △4,369

投資その他の資産合計 11,517 10,659

固定資産合計 15,446 14,976

資産合計 26,150 24,836
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年８月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年５月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,784 1,481
短期借入金 21,385 20,769
未払金 634 879
未払法人税等 92 73
賞与引当金 121 40
返品調整引当金 18 20
係争引当金 135 22
その他 843 983

流動負債合計 25,017 24,269

固定負債

長期借入金 － 66
退職給付引当金 36 29
係争引当金 149 229
製品保証引当金 50 11
繰延税金負債 18 19
その他 159 97

固定負債合計 413 453

負債合計 25,431 24,723

純資産の部

株主資本

資本金 39,379 39,379
資本剰余金 37,048 37,048
利益剰余金 △80,095 △80,238

株主資本合計 △3,667 △3,810

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,068 521
為替換算調整勘定 3,037 3,097

その他の包括利益累計額合計 4,106 3,618

新株予約権 194 195
少数株主持分 86 110

純資産合計 719 112

負債純資産合計 26,150 24,836
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
（四半期連結損益計算書）
（第３四半期連結累計期間）

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年９月１日
至 平成23年５月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年９月１日
至 平成24年５月31日)

売上高 17,629 12,667
売上原価 10,905 8,638

売上総利益 6,723 4,028

返品調整引当金繰入額 40 20
返品調整引当金戻入額 22 10

差引売上総利益 6,705 4,019

販売費及び一般管理費

販売費及び一般管理費合計 5,939 3,313

営業利益 765 705

営業外収益

受取利息 65 29
受取配当金 64 70
投資有価証券売却益 473 0
負ののれん償却額 43 31
貸倒引当金戻入額 － 120
その他 61 172

営業外収益合計 708 424

営業外費用

支払利息 696 483
有価証券売却損 47 －

資金調達費用 59 －

為替差損 28 50
その他 313 155

営業外費用合計 1,144 689

経常利益 329 440

特別利益

持分変動利益 31 －

関係会社株式売却益 35 10
投資有価証券売却益 77 －

事業譲渡益 － 103
貸倒引当金戻入額 109 250
債務免除益 － 37
その他 19 9

特別利益合計 272 411

特別損失

減損損失 39 －

投資有価証券評価損 300 －

貸倒引当金繰入額 179 654
債権譲渡損 － 166
その他 869 185

特別損失合計 1,388 1,007
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年９月１日
至 平成23年５月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年９月１日
至 平成24年５月31日)

税金等調整前四半期純損失（△） △786 △155

法人税、住民税及び事業税 78 30
過年度法人税等戻入額 △22 △95

法人税等調整額 △262 29

法人税等合計 △207 △36

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △579 △119

少数株主利益又は少数株主損失（△） △80 24

四半期純損失（△） △499 △143
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（四半期連結包括利益計算書）
（第３四半期連結累計期間）

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年９月１日
至 平成23年５月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年９月１日
至 平成24年５月31日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △579 △119

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △87 △548

為替換算調整勘定 49 59

その他の包括利益合計 △37 △488

四半期包括利益 △617 △607

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △537 △631

少数株主に係る四半期包括利益 △80 23
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該当事項はありません。

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自平成22年９月１日 至平成23年５月31日）
１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容
（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない管理部門に係る費用であります。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自平成23年９月１日 至平成24年５月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
（単位：百万円）

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容
（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない管理部門に係る費用であります。

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報等

ネット＆
ゲーム事業

モバイル
デバイス事業

映像事業 計

売上高

外部顧客への売上高 13,672 2,098 1,910 17,681

セグメント間の内部売上高又は振
替高

252 57 101 411

計 13,924 2,156 2,012 18,092

セグメント利益又は損失 2,137 △67 59 2,130

利益 金額

報告セグメント計 2,130

セグメント間取引消去 △143

その他調整 △29

全社費用（注） △1,191

四半期連結損益計算書の営業利益 765

ネット＆

ゲーム事業

モバイル

デバイス事業
映像事業 計

売上高

外部顧客への売上高 9,304 3,080 282 12,667

セグメント間の内部売上高又は振
替高

35 － 46 82

計 9,340 3,080 329 12,750

セグメント利益 1,253 44 69 1,367

利益 金額

報告セグメント計 1,367

セグメント間取引消去 11

全社費用（注） △672

四半期連結損益計算書の営業利益 705
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該当事項はありません。

１．連結子会社における第三者割当による新株式の発行

当社の連結子会社である株式会社ネットインデックスは平成24年６月18日開催の取締役会において、株式会社

アイキューブに対して第三者割当による新株式の発行を決議し、平成24年７月４日付で第三者割当増資の払込が

完了いたしました。

新株式の発行要領

①発行期日 平成24年７月４日

②発行新株式数 普通株式4,264株

③発行価額 １株につき23,450円

④発行価額の総額 99,990,800円

⑤資本組入額 49,995,400円（１株につき11,725円）

⑥割当方法 第三者割当による新株式発行

⑦割当先 株式会社アイキューブ

⑧その他 本案件は、金融商品取引法に基づく有価証券届出書の効力発生を条件とす

る。

⑨資金使途 中国子会社設立費用、設備資金、運転資金

２．連結子会社における第２回無担保転換社債型新株予約権付社債の発行

当社の連結子会社である株式会社ネットインデックスは平成24年６月18日開催の取締役会において、株式会

社フィスコに対して無担保転換社債型新株予約権付社債の発行を決議し、平成24年７月４日に発行いたしまし

た。

①発行期日 平成24年７月４日

②新株予約権の総数 ６個

③発行価額 １株につき750,628円

④当該発行による潜在株式数 23,027株

⑤資金調達の額(新株予約権の行使に際して出資される財産の価額)

540,000,000円

内金540,000,000円は株式会社ネットインデックスに対する全債権（金銭債

権510,716,581円（返済予定平成27年２月27日及び平成27年５月21日）と営

業債権38,305,000円（返済予定平成24年６月25日））の一部（金

540,000,000 円）との相殺による払込であります。

⑥転換価額 23,450円

⑦行使期間 平成24年７月４日から平成25年７月３日

⑧割当方法 第三者割当

⑨割当先 株式会社フィスコ

⑩その他 本案件は、金融商品取引法に基づく有価証券届出書の効力発生を条件とす

る。

⑪資金使途 相殺による方法のため、手取金はありません。なお、現物出資の対象となる

金銭債権は株式会社ネットインデックスの運転資金に充当するために調達さ

れたものであります。

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（６）重要な後発事象
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３．連結子会社における第三者割当による新株予約権の発行

当社の連結子会社である株式会社ネットインデックスは平成24年６月18日開催の取締役会において、株式会

社フィスコに対して第三者割当による新株予約権の発行を決議し、平成24年７月４日に発行いたしました。

新株予約権の発行要領

①申込期日 平成24年７月４日

②新株予約権の総数 ２個

③発行価額 １個につき2,013,808円

④当該株式による潜在株式数 24,374株

⑤資金調達の額(新株予約権の行使に際して出資される財産の価額) 571,570,300円

⑥行使価額 23,450円

⑦行使期間 平成24年７月４日から平成24年９月３日まで

⑧割当方法 第三者割当

⑨割当先 株式会社フィスコ

⑩その他 本新株予約権者は、本新株予約権の割当日に新株予約権１個につき１億円

を預託し（以下、預託した金員を「預託金」という。）、または株式会社ネ

ットインデックスに対する元本１億円以上の債権を株式会社ネットインデッ

クスに譲渡することを予約する契約（以下「予約契約」という。）を締結

し、かつ、預託金または予約契約を行使時まで継続していることを要するも

のとします。なお、預託金に利息は付さないものとします。

本新株予約権者が本新株予約権を行使した場合、預託金は、当該新株予約

権の行使時の払込に充当し、また、予約契約は解除するものとします。

本新株予約権者は、行使期間内に本新株予約権を行使することを確約して

おりませんが、行使期間内に本新株予約権を２個のうちいずれも行使しない

ときは、株式会社ネットインデックスに対し、違約金として、行使しなかっ

た本新株予約権１個につき１億円を支払うものとします。この場合、株式会

社ネットインデックスは、行使期間の末日の翌日に、預託金を違約金に充当

し、または、予約契約に基づき債権譲渡を完結し、違約金の支払に代えて債

権を取得することができます。本新株予約権は、行使価額固定型であり、行

使価額修正条項付きのいわゆるＭＳＣＢやＭＳワラントとは異なるものであ

ります。

一定の条件を満たした場合は、株式会社ネットインデックスの意向に基づ

き、株式会社ネットインデックスからの本新株予約権の行使指示も、株式会

社ネットインデックスによる本新株予約権取得も可能な内容となっており、

株式会社ネットインデックスにとって、より有利で柔軟な資金調達方法を選

択することができます。本新株予約権の譲渡については、株式会社ネットイ

ンデックス取締役会の承認を要するものとします。

上記各号については、金融商品取引法による届出の効力発生を条件としま

す。

⑪資金使途 株式会社フィスコが保有するイー・旅ネット・ドット・コム株式会社の株式

取得価額並びに取得関連費用
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